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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成14年５月22日の本決算発表時に公表した業績予想の中間期及び

通期業績予想を下記のとおり修正します。 
 

記 
 
１．平成15年３月期 中間業績予想数値の修正（平成14年４月１日～ 平成14年９月30日） 

(単位：百万円、％) 
   

売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
（平成14年５月22日発表） 

７６１ △   ６０ △   ６２ 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ６６６ △  １４８ △  １４７ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）    △   ９５ △   ８８   △    ８５ 

増 減 率 △ １２.５ － － 

前期実績(平成13年９月中間期) ５６５ △   ４１ △   ３８ 

 
 
２．平成15年３月期 通期業績予想数値の修正（平成14年４月１日～ 平成15年３月31日） 

(単位：百万円、％) 
   

売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
（平成14年５月22日発表） 

１，７９８ １１２ １１０ 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １，６６６ ０ ０ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △  １３２ △ １１２   △ １１０ 

増 減 率 △   ７.３   － － 

前期実績(平成14年３月期) １，４０５ ３６ ４０ 

 



 
３．修正の理由 
 
 
ブロードバンド環境の拡大は進んでいるものの、景気低迷下においてイベント案件が低調に推移す

るなかでライブ部門が伸び悩んでおり、さらにストリーミング広告配信についても市場の拡大が期初
予想より遅れていることから、売上高については、中間期、通期ともに期初予想を下回る見込みであ
ります。 
また利益に関しましては、売上高の下方修正にともない利益率の悪化が見込まれます。一方、ブロ

ードバンド市場の急拡大に備え、そのためのアプリケーション開発、及びネットワーク拡充への投資
は、来期以降の事業拡大を見据え、優先度合いを慎重に判断し投資金額の調整を行いながら、期初予
定投資と同等の効果を得られる範囲で投資を継続していく予定であります。その結果として経常利益、
当期純利益は、中間期及び通期ともに期初予想を下回る見込みであります。 
 
 
 
 
なお、上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき、当

社の判断で作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果とな
る可能性があります。 

以 上 


